
神奈川県障害者自立支援協議会 

『運営会議（事務局会議）』の設置について （案） 

 

１ 設置目的 

  地域の実情に応じた障害者への支援体制の整備を促進するため、運営会議を設置し、

県及び障害保健福祉圏域ごとの協議会の方向性等を示し、自立支援協議会の活動の推進

を図るため 

 

２ 開催方法 

  基本的には対面での開催を基本として想定したいが、委員の日程調整等を考慮し、オ

ンライン（Ｚｏｏｍ）での開催も柔軟に検討し、開催する。 

 

３ 委員構成、運営のイメージ 

 （１）委員構成（案） 

   ア 会長 

   イ 副会長 

   ウ 各部会座長 

   エ 圏域ナビゲーションセンター 

   オ 県障害福祉課         ※ 政令市はオブザーバー参加 

（２）運営する上での情報の循環イメージ 

 

・専門部会（研修企画部会・権利擁護部会）
・基幹相談支援センター連絡会 等
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※【 ：情報の流れ】

【神奈川県障害者自立支援協議会を運営する上での情報の循環イメージ】
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（３）三層構造の運営イメージ図の更新について 

  ア 現行のイメージ図 

 

  イ 更新イメージ図（案） 

【神奈川県障害者自立支援協議会 三層構造の運営イメージ】
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①

地域課題について抽出・整理し、関係機関の連
携強化を図り、身近な地域資源を活用した支援
策を提案する。
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②

地域で課題となっていること等について
報告・情報提供を行い、市区町村の
取組みへの助言や協力、支援を行う。

県全体で取組む課題等
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③

障害当事者の視点に立った、質の高い
相談支援体制の整備等を促進するための
意見聴取、意見交換を行う。
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